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実施日における運営スタッフ

（請負業者を除く）の平均参加人数
40

平均参加人数に対する運営
スタッフの割合

29.41

緊急体制

（うち地域住民（貴団体の行政区画
内に住む方）の参加人数）

20 地域住民参加割合 14.71

（うち障がい者参加人数） 5 障がい者参加割合 3.68

対象者：アマチア一般サーファー　大会はトーナメント制で行う。
対象エリア：全国からエントリー可能　参加予定人数：１６０人くらいを予定
種　 目：ショートボード　スペシャル　/　オープン　/　マスター
　　　　 ロングボード　　スペシャル　/　オープン　/　シングル　/
　　　　 ウィメン　/　 　ひよこ(小学生クラス)

開催期間内の事業
（大会・教室等）の実施回数

1

平均参加人数
※スタッフ・観覧者を除く

136 総参加人数 136

実施した事業の内容
(種目･期間･場所･対象者

等）

〔実施事業の内容〕

開催期間・開催日 平成２７年７月１９日（日）

主催者・共催者
※地方公共団体が必ず主催または

共催者となっていること。

【主催者】NPO法人マリンプロジェクト　Line-up cup実行委員会

【共催者】

開催場所 磐田市　豊浜海岸

事業の内容

実施した事業の成果

大型の台風が三つ日本の南海上から北上し、大会1週間前にはすべての台風が抜けてしまうことを予想したが、
台風の速度が非常に遅く台風11号の影響が残るとされる7/18（土）は延期とし予備日7/19（日）に変更し開催
することになった。
大会前には、「ビーチクリーンをひろめよう」と記載したポスターの掲示や漁港入口から会場までの道には今
年度デザインを一新したのぼり端を設置しました。大会告知と併せてより多くの方にビーチクリーンへの理解
を求めました。
前日（土曜日）は台風11号の影響で波が大きかったですが、当日は波も落ち着き、波のサイズは胸～肩たまに
頭ぐらいのコンディションで開催でき選手も十分に実力を発揮できたと思います。また、海には常時ライフ
ガードを配置している為選手も大変安心して競技に参加できると思います。ライフガードのお陰で、安全・安
心して大会が開催できました。
表彰式の時には、沢山の方が参加頂き、選手のみなさんの栄光をたたえて頂きました。また、イベント当日
は、選手及びギャラリーを合わせて多くの来場者があり、会場内のメインステージに「ビーチクリーンをひろ
めよう」と記載したパネルを張り、場内放送で随時ビーチクリーンへの参加の呼び掛けを行い、参加者全員で
ビーチクリーンを行い緑豊かな海岸を残せるように呼びかけ、自然保護やビーチクリーンの普及啓発を図るこ
とや、「自然（海）を守る」という意識の高揚を図ることができました。
“海で遊ぼう”とだいし。ビーチサッカー教室を開催させていただきました。「ふくっぱ」が親子でいっぱい
になりました。ビーチサッカーに参加してれました。来年は１４回目の開催になります。益々盛り上がり多く
の方が参加いただけるよう、引き続きご協力よろしくお願い致します。

実施した事業に対する評価

（1）大会終了後アナウンスにより、選手やギャラリー多くの方でビーチクリーンができました。
（2）毎年Line‐up cupでショート・ロングスペシャルクラスで優勝した選手はプロトライアルで合格
し、
　　プロ選手で活躍しています。
（3）今年、小学生のクラスを設けたので、下は８歳から上は６４歳まで幅広いエントリーがありまし
た。
　　サーフィンの年齢の幅の広さもPRでき、自然とのふれあう中で、健全な青少年の育成と親子の親睦を
　　深め世代を超えて愛される
　　ビーチづくりのPRが出来ました。
（4）ビーチスポーツを広める為に、サーフィンスクールやビーチサッカーやレスキュー教室を開催し海

くじ助成金以外の収入の増加に
向けた取り組み

具体的な取り組みを行った場合には、その内容を以下に記入してください。

事業報告書
【地方公共団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
地域スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催

助成事業者名 特定非営利法人マリンプロジェクト

事業名 磐田市長杯　ビーチクリーンをひろめよう　Line-up cup2015

行った 行わなかった

医師が待機 看護師が待機 会場にAEDを設置 該当なし



事業報告書
【地方公共団体スポーツ活動助成】

助成事業細目
地域スポーツ活動推進事業

スポーツ教室、スポーツ大会等の開催

助成事業者名 特定非営利法人マリンプロジェクト

事業名 磐田市長杯　ビーチクリーンをひろめよう　Line-up cup2015

平均参加人数 136 人

世代

性別

男性 7

女性 0

計 7

事業の実施計画
の公表

事業を広報・
PRするための
手段（複数選
択可）

（理由：　　　　　　　　　　　　　　　）

事業実施後に
参加者等に対する

満足度調査を行ったか
実施方法 アンケート調査

備考

今年も、聴覚障がいを持つサーファーの参加者がありました。

79 40 10 136

情
報
公
開

事業の実施状況
及び実施結果並
びに助成金の使
途に関する情報

の公開

情報の公開方
法(複数選択

可)

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

公表した内容
(複数選択可)

10 130

6 0 0 6

以下に平均参加人数の内訳を記入してください。

世代別参加内訳

①0～19歳 ②20～39歳 ③40～59歳 ④60歳～ 合計

73 40

（理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

行った 行わなかった

HＰで参加者募集を告知した

広報誌・会報誌等で参加者募集を告知した

広くチラシを配布した

特定の参加者・団体へ声をかけ、参加を呼びかけた

事業の実施に際し、特段の広報・PRは行わなかった

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備

情報開示請求があった場合に開示

その他

事業の実施状況（助成金の交付を受けている旨を記載し、事業の進捗、途中経過を公開）

事業の実施結果（助成金の交付を受けた旨を記載し、事業の完了報告を公開）

助成金の使途に関する情報（助成金額（交付決定額）及び何に使用したのかを公開）

特段の情報の公開は行っていない

助成金の交付を受けた旨は公開できない

広報誌・会報誌等で公開

HPで公開


